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来
賓
代
表
挨
拶

Ｊ
Ｒ
連
合
今
井
事
務
局
長

議
長
団
に
選
出
さ
れ
た

伊
岐
見
委
員（
金
沢
地
本
・
左
）と

本
田
委
員（
大
阪
地
本
・
右
）

力
強
い
挨
拶
を
行
う

羽
野
中
央
執
行
委
員
長

羽野中央執行委員長による力強い団結ガンバロー

26春闘での賃上げの「力強いモメンタムの定着」に向け団結ガンバロー

◀
イ
ラ
ス
ト
：
岩
森
さ
ん

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、２
０
２
６
年

１
月
20
日（
火
）、西
阪
急
ビ
ル
地

下
会
議
室
に
お
い
て
、第
２
回
安

全
対
策
委
員
会
を
開
催
し
、中

央
本
部
、各
地
本・総
支
部
、協

議
会
、部
会
の
代
表
者
30
名
が

出
席
し
た
。

　

初
め
に
中
央
本
部
を
代
表
し

て
、羽
野
執
行
委
員
長
は
①
年

末
年
始
輸
送
②
安
全
③
福
知
山

線
列
車
事
故
④
26
春
闘
⑤
衆
議

院
解
散
総
選
挙
に
つい
て
挨
拶
を

行
っ
た
。

　

議
事
に
入
り
、第
１
回
安
全
対

策
委
員
会
で
の
議
事
録
、労
使
安

全
会
議
、労
働
災
害
等
の
発
生

状
況
、重
大
事
故
等
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
共
有
を
行
っ
た
。

　

議
題
で
は
、安
全
確
立
に
向
け

た
取
り
組
み
、検
証
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
の
申
入
れ
、グ
ル
ー
プ
会
社・

協
力
会
社
と
連
携
し
た
取
り
組

み
、事
故
を
決
し
て
忘
れ
な
い
取

り
組
み
に
つい
て
提
起
が
な
さ
れ

た
。

　

そ
の
後
、各
地
本・総
支
部
か

ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ
運
動
、労
働
災
害
の

発
生
状
況
、熊
対
策
、異
常
気
象

へ
の
対
応
、線
路
閉
鎖
工
事
、各

種
献
花
行
動
、不
適
切
事
象
な

ど
の
報
告
が
あ
り
、課
題
の
共
有

を
図
る
と
と
も
に
今
後
の
取
り

組
み
を
確
認
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
１
月
29
日（
木
）、ホ
テ
ル
マ
イ
ス
テ
イ
ズ
新
大
阪
に
お
い
て
、「
Ｊ
Ｒ
西
労
組

第
44
回
中
央
委
員
会
」を
開
催
し
、執
行
部
、中
央
委
員
、来
賓
、傍
聴
含
め
て
約
２
５
０
名

が
集
ま
っ
た
。議
長
に
は
、金
沢
地
方
本
部
か
ら
伊
岐
見
委
員
、大
阪
地
方
本
部
か
ら
本
田
委

員
を
選
出
し
、議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　

冒
頭
、中
央
本
部
を
代
表
し

て
羽
野
執
行
委
員
長
が
、「
安
全
」

「
２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
」

「
心
理
的
安
全
性
」「
人
材
育

成
」「
第
51
回
衆
議
院
議
員
選

挙
」「
企
画
提
案
運
動
」に
つ
い

て
の
課
題
や
、こ
れ
か
ら
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
力
強
い
挨
拶
を

行
っ
た
。

　

特
に
、２
０
２
６
春
季
生
活
闘

争
に
つ
い
て
は
、「
物
価
高
、生
活

改
善
、他
産
業
と
の
格
差
を
是

正
」す
る
た
め
、ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
１

６
，０
０
０
円
、年
間
臨
給
５・７

箇
月
の
満
額
を
目
指
し
春
闘
を

闘
って
い
く
の
で
、提
起
し
設
置
す

る
中
央
闘
争
委
員
会
への
ご
支
援

を
強
く
要
請
す
る
と
述
べ
た
。

　

来
賓
に
は
、Ｊ
Ｒ
連
合
今
井

事
務
局
長
、近
畿
交
運
労
協
西

村
事
務
局
長
、交
運
共
済
本
田

専
務
理
事
、明
治
安
田
生
命
角

公
法
人
部
長・山
本
法
人
営
業

第
二
部
長・近
藤
主
任
、こ
く
み

ん
共
済
c
o
o
p
大
阪
推
進
本

部
事
業
推
進
部
後
藤
部
長
、産

別・組
織
推
進
課
石
橋
課
長・藤

村
担
当
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
Ｊ
Ｒ
連
合

今
井
事
務
局
長
よ
り
、「
安
全
」

「
２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
」「
労

働
政
策
」「
男
女
平
等
参
画
」

「
組
織
拡
大
」「「
政
治
」に
つい
て

挨
拶
を
受
け
た
。

　

議
事
で
は
、執
行
部
よ
り
、主

な
運
動
の
総
括
と
当
面
す
る
運

動
方
針（
案
）の
提
起
が
な
さ
れ
、

そ
の
後
の
全
体
質
疑
で
は
、14
名

の
委
員
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。

　

多
く
の
委
員
か
ら
、安
全
に
つ

い
て
は
も
ち
ろ
ん
、な
に
よ
り
26

春
闘
に
つい
て
は
要
求
の
満
額
獲

得
に
向
け
て
闘
争
委
員
会
の
後
押

し
を
す
る
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

川
端
書
記
長
の
総
括
答
弁
後
、

委
員
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
は
じ
め
と

す
る
全
て
の
議
事
を
満
場
一
致
で

確
認
し
、最
後
に
羽
野
執
行
委

員
長
の
力
強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
委
員
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

２
０
２
６
年
１
月
16
日
、京
都

地
方
本
部
は
中
央
本
部
と
と
も

に
、２
０
０
８
年
湖
西
線
近
江
舞

子
駅
で
発
生
し
た
、除
雪
作
業

員
触
車
死
亡
事
故
の
慰
霊
碑
へ

赴
き
、哀
悼
の
意
を
込
め
、花
を

手
向
け
た
。

　

藤
森
執
行
委
員
長
が
代

表
し
、事
故
当
日
シ
ル
バ
ー
セ

ン
タ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
除
雪

作
業
中
に
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
作
業
員
の
方
の
御

霊
に
対
し
て
、慰
霊
の
言
葉

を
捧
げ
、ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、冬
季
に
多

く
発
生
す
る
除
雪
作
業
の

危
険
性
を
改
め
て
認
識
し
、

こ
の
様
な
事
故
を
再
び
起
こ

さ
な
い
こ
と
を
誓
っ
た
。

【
近
江
舞
子
駅
触
車
事
故

概
況
】

　

2
0
0
8
年
１
月
17
日

9
時
28
分
頃
、湖
西
線
近
江

舞
子
駅
に
お
い
て
、ホ
ー
ム
の

除
雪
を
行
っ
て
い
た
作
業
員

が
ホ
ー
ム
か
ら
線
路
内
を
の

ぞ
き
込
ん
だ
際
に
、通
過
し

た
金
沢
発
大
阪
行
き
の
特

急
雷
鳥
号
に
衝
撃
し
命
を

落
と
し
た
。

　

事
故
後「
ホ
ー
ム
除
雪
作

業
標
準
」が
制
定
さ
れ
る
な

ど
の
安
全
対
策
が
講
じ
ら
れ

た
。

　

大
阪
地
方
本
部 

奈
良
支
部
で

執
行
委
員
を
し
て
お
り
ま
す
、大

谷
で
す
。

大
阪
地
方
本
部 

執
行
委
員
　
　

大
谷
優
樹
代

　

駅
支
援
課
の
事

務
ス
タ
ッ
フ
の
契

約
社
員
と
し
て
入

社
後
、社
員
登
用

試
験
を
経
て
奈
良

駅
へ
配
属
と
な

り
、現
在
は
、奈
良

車
掌
区
に
て

車
掌
と
し
て

勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
活
動
で
は
、奈
良

支
部
青
年
女
性
委
員
会
に
て
常

任
委
員
長
・
事
務
長
を
３
年
間
務

め
、現
在
は
奈
良
支
部
に
て
組
織・

業
務
部
長
を
担
当
し
て
お
り
ま

す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
と
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
の

チ
ー
ム
に
所
属
し
て
お
り
、20
年

近
く
続
け
て
い
ま
す
。

　

動
き
や
技
術
だ
け
で
な
く
、挑

戦
す
る
こ
と
や
仲
間
の
大
切
さ
、

ま
た
成
長
で
き
る
こ
と
の
喜
び
を

感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
日
々
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
経
験
を
組
合
活
動
に
も

活
か
し
、ま
だ
ま
だ
学
び
の
途
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、組
合
員
の
皆

様
が
よ
り
働
き
や
す
い
環
境
で
仕

事
が
で
き
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も

誠
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

京
都
地
方
本
部
が
献
花

近
江
舞
子
駅

　
　
作
業
員
触
車
事
故
か
ら
18
年

近
江
舞
子
駅

　
　
作
業
員
触
車
事
故
か
ら
18
年

近
江
舞
子
駅

　
　
作
業
員
触
車
事
故
か
ら
18
年

近
江
舞
子
駅

　
　
作
業
員
触
車
事
故
か
ら
18
年

第
２
回
安
全
対
策
委
員
会
を
開
催

第
２
回
安
全
対
策
委
員
会
を
開
催

　ＪＲ西労組第44回中央委員会を開催　ＪＲ西労組第44回中央委員会を開催　ＪＲ西労組第44回中央委員会を開催　ＪＲ西労組第44回中央委員会を開催
２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
方
針
お
よ
び

　
　
　 

中
央
闘
争
委
員
会
の
設
置
を
確
認各

地
本
・
総
支
部
と
課
題
の
共
有
を
図
る
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